
わが国のプリオン病の疫学的実態（２０２２年２月）

解 説

1. プリオン病サーベイランス委員会は、１９９９年４月１日から２０２２年２月４日までに

６３１２例を検討し、４３２１例をプリオン病と判定した。

2. 病型別にみると孤発性CJD ３２８９例（７６％）、遺伝性プリオン病 ９２１例（２１％）、
硬膜移植後CJD 92例（２％）、変異型CJD １例（０．０２％）であった。

※２０１５年以降、サーベイランス結果が人口動態調査数より少ないのは、調査が

完了していないため
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令和３年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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